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本日お話しした「あの日のこと」、「その
後のこと」、そして「原爆被爆者の思い・願
い」を意識し、講義を組み立てています。
教育に携わる私たちとしては、学生諸君に、
こういった教育の場を提供し、原爆被爆被
害、被爆体験に関する知識・理解を深めて
いってほしいと願っています。  
さて、今日のお話をまとめたものが次の
スライドです。
 
 
第一世代というのは、あの日のこと、そ
の後のことを伝え、残していただく。次世
代は、組織的に貪欲にそれを収集し、整理
し、展示・公開をしていく。研究という立
場では、貪欲に原爆被爆被害を研究し、そ
の成果を教育の場に還元する。ここに書い
た「次世代」、これはここにいらっしゃる皆
さんです。ここに集う学生諸君です。原爆
被爆被害を理解し、被爆者の戦後を理解す
る。「ヒロシマ」、「ナガサキ」という思想・
思考を理解する。そして、次にバトンを渡
す。われわれは、当事者ではありません。
当然いろいろなものを失うわけです。しか
し、失いながらも、個人の理解度が大きけ
れば大きいほど、その記憶の喪失に抗える
のだろうと私は信じています。  
最後に、1995年の平岡敬市長の「平和宣
言」の一部をここに紹介します。  
 
「記憶は過去と未来の接点である。歴史
の教訓を謙虚に学び、次代を担う若い世
代に原爆や戦争の悲惨さを語り継いでい
くとともに、平和の基礎となる人間教育
に力を傾けたい。生命と人権が何よりも
大切にされる社会にこそ、若い世代は限
りない希望を抱くであろう」。  
 
この宣言をしっかり胸に刻み、今後の教
育・研究活動を行うことをお約束して、私
の話を終わりたいと思います。ご清聴あり
がとうございました。  
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